
2022年12月開催の第1回EVシフト支援セミナーでは、EVシフト政策の方向性や国
内外の動向をお伝えしました。今回はより具体的な支援策について解説します！
①EVシフト実践のためのベンチマーキングの活用
②BtoC事業への業態転換支援
③補助金の活用や具体的な事例の紹介
詳細は、裏面を参照願います

日程・時間 2023年6月2日（金） 15:00～17:00

対 象
EVシフトの影響を受ける県内自動車関連企業様
業態転換を検討している事業者の皆様

定 員 200名

お申込方法

下記の受付サイトからお申込み下さい
https://bp.resona-gr.co.jp/public/application/add/18683

（申込期日は5月31日(水)17:00と致します）

受講料 無 料

主 催
埼玉県
公益財団法人 埼玉県産業振興公社
株式会社 埼玉りそな銀行

有効期限 2023年6月2日

▶

https://bp.resona-gr.co.jp/public/application/add/18683


講演① EVベンチマーキングから見る技術動向とその背景について
株式会社インプリミス
代表取締役 和合谷 登志雄氏

ご案内① 関東経済産業局の取組について 【16:10-16:40】

関東経済産業局産業部製造課航空宇宙・自動車産業室

今後のスケジュール、政策の方向性や国による事業者向け支援策を紹介します。

ご案内② EVシフトを乗り越えるための支援策 【16:40-17:00】

当日の視聴方法

●Zoom社のウェビナーを利用したオンラインセミナーです。
●セミナー開始予定時刻１０分前から、アクセス可能です。
●お送りした「視聴ＵＲＬ」もしくは「セミナーＩＤとパスコード」
でログインしてご視聴ください。

ご視聴においての注意事項

●Zoom約款に同意し、事前にアプリをダウンロードしていただく必要がございます。
●インターネットは、Wi-Fi環境をおすすめいたします。接続にかかる通信費用はお客さまの負担となります。
●セミナー内容の録音・録画・複製等２次利用を禁止いたします。不正アクセスを禁止いたします。

受付後のご連絡

●お申し込み時に登録いただいたメールアドレスに「受付完
了メール」が自動配信されます。

●セミナー前日までに、登録いただいた「メールアドレスに視
聴URL」と「セミナーIDとパスワード」をお送りします。

プログラム

第２部 各機関の取組紹介

第１部 講演会

本セミナー参加申込みにかかる個人情報は、主催者間で共有させていただきます。また、本申込みに記載された個人情報は、

本セミナーの運営の他、主催者からのご案内に利用させていただきます。なお、利用目的の全文など個人情報の取り扱いに

ついては、各ホームページをご覧ください。

●埼玉県 ：https://www.pref.saitama.lg.jp/a0304/kojinseido/index.html

●埼玉県産業振興公社：https://www.saitama-j.or.jp/kojinjoho/

●埼玉りそな銀行 ：https://www.saitamaresona.co.jp/util/kojin_jouhou.html

個人情報の取り扱い

これまで様々なEVの車両・パワートレインのベンチマーキングを実施した経験をも
とに、近年のEVシフトにおける技術動向と技術革新を生み出す背景を解説します。

ＥＶシフトの影響を受ける事業者等に対する支援メニューを紹介します。

業態転換に取り組む事業者の事例を紹介します。

埼玉りそな銀行 法人部ビジネスプラザさいたま（松村）048-851-3232【 お問合せ】

【15:00-15.40】

講演② BtoC事業への業態転換支援について 【15:40-16:10】

株式会社AMN 代表取締役 原 渉氏

技術力の高い企業が、自社の技術を生かしたBtoCへの挑戦を契機として知名度を上げ、事業

の多角化を図るため企画・開発から販売までご支援します。商品開発にあたりプロダクトデザイ
ンから試作・製品化までサポートし、 完成品はクラウドファンディングとして販売ができる販路も
用意します。今までに多くの企業のBtoCへの挑戦をプロデュースしてきた株式会社AMNの経験
から、企業とデザイナーとのコラボによる自社商品開発支援について事例を交え解説します。
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